
総務省ICT街づくり実証事業 地域懇談会＠三鷹 
「ICTを活用した街づくり」 

 

三鷹市コミュニティ創生プロジェクト 

平成２５年５月２９日 

「人間の明日へのまち」づくりのために 
  ICTを活かし、協働を産み出し、 

持続可能なコミュニティの創生を   

三鷹市長  清原  慶子 

資料１ 



三鷹市の概要とこれまでのICT街づくりへの歩み 
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三鷹市 

平成25年4月1日現在 
住民登録：179,938人 
男：88,420人 
女：91,518人 
世帯：89,236世帯 
 

◆これまでのICTまちづくりの取り組み 
●光ファイバー利用のINS実験（昭和59年～61年） 
●ＳＯＨＯ ＣＩＴＹ みたか推進（平成８年～） 
●Intelligent community of the yearを受賞 
  （世界テレポート連合：平成17年） 
●ユビキタスコミュニティ推進事業（平成19年度～21
年度）：証明書のコンビニ交付・地域SNSなどを実施） 

◆コミュニティ住区に根差した地域福祉 
●安全安心・市民協働パトロール：平成16年度～ 

●地域ケアネットワーク事業：平成16年度～ 
   ７つのコミュニティ住区のうち５つで開設 

●災害時要援護者支援モデル事業：平成19年度～ 

●買物支援事業：平成23年度本部立ち上げ 
●見守りネットワーク事業：平成24年度～ 

  ⇒２２の団体及び事業者と協定を交わす↓    
  

◆三鷹市のICT街づくりの特徴と方向性 
●リアルな「人のつながり」があるから、ICTが活かされる街づくりが可能 
●平時の街づくりにＩＣＴを活かすことで、災害時にもＩＣＴが活かされる 
●情報セキュリティ（ISMS)・個人情報保護・ヒューマンエラーを防ぐ仕組みに注力 
●利用者の適正負担を含め、運用コストに配慮しながら、事業の継続的運営を実施  



本プロジェクトで提案する主テーマ 

☆要援護者支援 
 現状：地域ケアネットワーク事業・見守りネットワーク事  
 業を開始 
 課題：地域や対象者の拡大に対応するためのコミュニケー  
 ションツールや市外の緊急連絡先とつなぐシステムが必要 

☆買物支援 
 現状：高齢者や妊婦、障がい者などを対象とした買物支援  
 事業を検討し、まちなか協働サロンの設置による情報提供 
 を実施 
 課題：人手による御用聞きや宅配などをより簡単に、効果 
 的に行うためのツールが必要 

☆災害情報を含む多元的メディアの最適化 
 現状：災害等の情報は、防災無線、市サイト、エリアメー 
 ル、安全安心メール、CATV、FMラジオ、地域SNS、ツ  
 イッターの８つのメディアで提供 
 課題：各メディアの特性を生かして最適な情報を効率的に正確 
 に提供することを可能にする情報伝達制御システムが必要 

☆帰宅困難者支援 
 現状：災害等の情報を８つのメディアで提供 
 課題：駅前の帰宅困難者となる可能性のある人々にイン  
 ターネット経由での情報収集を災害時を含む常時可能と 
 する環境整備が必要 

「第４次三鷹市基本計画」と密接な関連性をもって進めるICT街づくり 

「第４次三鷹市基本計画」 
＜２０１１年～２０２２年＞ 
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東日本電信電話株式会社 

三鷹市地域情報化推進協議会 

NPOシニアSOHO普及
サロン・三鷹 

NPO子育てコンビニ 

株式会社セルコ 

株式会社まちづくり三鷹 

三鷹市役所 

株式会社ウェーブモー
ション・メイト 

NPO 鷹 ロ コ ・ ネ ッ ト
ワーク大楽 

防災課 
秘書広報課 
環境政策課 
安全安心課 

地域福祉課 

防災課 

日本無線株式会社 

情報推進課 

・駅前ＷｉＦｉ構築 
・ＩＰ告知システム構築 
・情報伝達制御システム構築 

・情報伝達制御システム 
 防災無線連携 

・情報伝達制御システム 
 ホームページ連携対応 

・要援護者支援システム構築 

・駅前WiFiコンテンツ作成 

・ＩＰ告知システム運用支援 

・ＩＰ告知システム運用支援 

三鷹ICT 
事業者協会 

「民学産公の協働」による推進体制 
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「民学産公の協働」による推進体制：教育･研究機関との協働 

１８の教育･研究機関と協働して、三鷹市とその周辺における
地域資源を活用し、様々な知的創造の場の形成とネットワー
ク化を図ることにより、新事業創出の支援のほか、市民生活
の向上に資する新しい技術やシステムを研究･開発して、都市
活力の再生と高度な生涯学習の機会を提供することを目的と
して平成17年10月から事業開始。 
（理事長 清成忠男 元法政大学総長） 

正会員 アジア・アフリカ文化財団、亜細亜大学、杏林大学、国際基督教大学、国立天文台、首都
大学東京、電気通信大学、東京学芸大学、東京工科大学、東京女子大学、東京農工大学、日商簿記
三鷹福祉専門学校、日本獣医生命科学大学、日本女子体育大学、法政大学、明治大学、立教大学、
ルーテル学院大学、三鷹市 

賛助会員 62団体 
アジアコンテンツビジネス研究会、株式会社アファン、株式会社インターコア、株式会社インテリジェンス・ワークス、株式会社インプレスホールディ
ングス、独立行政法人宇宙航空研究開発機構、株式会社ABYZs、エム・ティ・プランニング株式会社、エンゼル有限会社、嘉悦大学、合同会社科学成
果普及機構、特定非営利活動法人科学宅配塾、特定非営利活動法人ガリレオ工房、株式会社キズナ・ば、特定非営利活動法人くらしとバイオプラザ２１、
特定非営利活動法人グレースケア機構、特定非営利活動法人子育てコンビニ、埼玉工業大学、境交通株式会社、有限会社シーキューブシステムズ、JA東
京むさし三鷹支店、特定非営利活動法人シニアSOHO普及サロン・三鷹、学校法人城西大学、株式会社スプレンダーコンサルティング、有限会社そー
ほっと、株式会社ソシオエンジン・アソシエイツ、高千穂大学、多摩信用金庫、電子システム株式会社、公益財団法人東京動物園協会 井の頭自然文化
園、東京三鷹ロータリークラブ、トータルネット株式会社、日本電信電話株式会社 情報ネットワーク総合研究所、有限会社日本ヒューマンウェアー研
究会、日本無線株式会社、特定非営利活動法人花と緑のまち三鷹創造協会、東日本電信電話株式会社、日立アロカメディカル株式会社、社団法人ビュー
ティフルエージング協会、ファースト・ステップみたか、富士ゼロックス株式会社、富士ゼロックスシステムサービス株式会社、富士通株式会社、一般
社団法人星空宇宙天文検定協会、株式会社まちづくり三鷹、株式会社ミサワホーム総合研究所、三鷹ICT事業者協会、特定非営利活動法人三鷹経営コン
サルタント協会、三鷹光器株式会社、公益財団法人三鷹国際交流協会、社団法人三鷹市医師会、公益財団法人三鷹市芸術文化振興財団、特定非営利活動
法人みたか市民協働ネットワーク、三鷹商工会、三鷹SOHO倶楽部、特定非営利活動法人みたか都市観光協会、一般社団法人武蔵野コッツウォルズ、武

蔵野大学、一般社団法人メッドラーニング、有限会社遊造、株式会社ラナリア、学校法人立教女学院. 

NPO法人三鷹ネットワーク大学推進機構 
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• 三鷹ＩＣＴ事業者協会 ：2006年設立。「SOHO CITYみたか構想」に基づく
SOHO・都市型産業の集積や産学連携による新産業の創出など幅広い事業を積極的に展
開。  
 ＳＯＨＯのＩＣＴ技術系の事業者26社が参加。各社の経営資源を連携させて相互の事
業の補完や共同受注を目指す。 

• NPO法人子育てコンビニ：2001年 「三鷹子育てねっと」ホームページ作成ボランティ
アとして発足 、2002年9月 NPO法人設立。孤独な育児からの解放・子育てを楽しめる
環境作りを目指して、子育て・子育て支援サークルの交流促進、 子育て情報の提供、自
己実現のための社会参加支援など、総合的な子育て支援を行っている。2010年12月 地
域づくり総務大臣表彰(団体部門）受賞。 

• NPO法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹： 1999年、草の根のクラブパソコン勉強会、
同年9月、通産省｢シニアベンチャー支援事業を受託し任意団体として出発。2000年4
月、株式会社まちづくり三鷹と共催のパソコン講座を展開。2000年11月NPO法人設立。
シニアの地域ビジネス参加のプラットホームとなることを目的として、「ＩＴ習得」
「ベンチャーをめざす交流・自己発見」「スキル情報発信・マッチング」の3事業を展開。
三鷹市高齢者社会活動マッチング推進事業「三鷹いきいきプラス」を運営。 

• NPO法人鷹ロコ・ネットワーク大楽：2007年10月設立。広く一般市民を対象として、
社会参加、まちづくり及び日本の伝統・文化や芸術の振興に寄与することを目的とする。
「介護福祉分野に置ける人材育成のための教育事業」「笑いと楽しさの場 提供事業」
「地域ふるさと活性化事業」「日本文化、およびシニア文化の普及啓発事業 」を実施。 

「民学産公の協働」による推進体制：NPO等との協働 
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三鷹市ICT街づくり実証事業の全体イメージ～多角的なコミュニティ創生～ 

災害情報（避難所）提供 
インターネットへ接続可能 

商店会ﾁﾗｼやｲﾍﾞﾝﾄ等の情報を提供 
インターネットへ接続可能 
 

三鷹駅前 

①駅前WiFi 

行政情報、地域情報等を配信 独居高齢者 
/要援護者 

③情報伝達制御 
④要援護者支援 

■○○市防災システム
■11/２３ １７：１５
■防災情報 １５号

○○市からの連絡です。
地震情報第１５号

１２月１日、１８時５分
気象庁発表

１２月１日、１８時ころ地震が
ありました。震源地は、銚子
沖、震源の深さは約１５ｋｍ、
マグニチュードは４．９と推定
されます。

■○○市防災システム
■11/２３ １７：１５
■防災情報 １５号

○○市からの連絡です。
地震情報第１５号

１２月１日、１８時５分
気象庁発表

１２月１日、１８時ころ地震が
ありました。震源地は、銚子
沖、震源の深さは約１５ｋｍ、
マグニチュードは４．９と推定
されます。

防災無線 

ｴﾘｱﾒｰﾙ 
安全安心ﾒｰﾙ 

CATV 

平時 

市HP 
ﾂｲｯﾀｰ 

②IP告知(買物支援･傾聴活動等) 

IP告知端末 

支援者が要援護 
者の安否を確認 

緊急時・災害時 

独居高齢者等が支援者の 
見守り、買物や宅配ｻｰﾋﾞ 
ｽを手軽に受けられる 

平時 

災害情報を伝達 

平時 

●TV電話で注文 

●情報受信 

個人情報に 
配慮 

市外家族 

※【共通ＩＤ】 

連絡先の 
最新化 

商店街 商店街 
商品注文 

商品お届け 

支援者 

要援護者 

安否確認 

井の頭地区 

緊急時・災害時 

緊急時・災害時 

安否連絡 

●見守り 

安否状況確認 

安否の確認、緊急連絡先（市外家族等）への緊急連絡 

緊急時・災害時 

見守り、緊急連絡先（市外家族等） 
への緊急連絡 

平時 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.dospara.co.jp/5goods_parts/img/parts/110310.jpg&imgrefurl=http://www.dospara.co.jp/5shopping/detail_parts.php?bg=2&br=35&sbr=609&mkr=&ft=&ic=110310&st=1&vr=10&lf=0&usg=__czYqhewBdQsuuOsEkUVgLwq4boI=&h=200&w=200&sz=35&hl=ja&start=10&zoom=1&tbnid=c3eocNXg7O_jCM:&tbnh=104&tbnw=104&ei=bLkgUOlVpIuZBcjGgOAL&prev=/search?q=%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%84%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%B3%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&hl=ja&gbv=2&tbm=isch&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://e-poket.com/illust/img/illust/06kazoku.jpg&imgrefurl=http://e-poket.com/illust/06kazoku.htm&usg=__WuH34-uA41ZTGENUmQYkL3GKIoc=&h=425&w=400&sz=31&hl=ja&start=11&zoom=1&tbnid=s4I7Utz6TVQYfM:&tbnh=126&tbnw=119&ei=iN0-UJnKD6XwmAXP6IAY&prev=/search?q=%E5%AE%B6%E6%97%8F%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&hl=ja&gbv=2&tbm=isch&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.dospara.co.jp/5goods_parts/img/parts/110310.jpg&imgrefurl=http://www.dospara.co.jp/5shopping/detail_parts.php?bg=2&br=35&sbr=609&mkr=&ft=&ic=110310&st=1&vr=10&lf=0&usg=__czYqhewBdQsuuOsEkUVgLwq4boI=&h=200&w=200&sz=35&hl=ja&start=10&zoom=1&tbnid=c3eocNXg7O_jCM:&tbnh=104&tbnw=104&ei=bLkgUOlVpIuZBcjGgOAL&prev=/search?q=%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%84%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%B3%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&hl=ja&gbv=2&tbm=isch&itbs=1


① 駅前ＷｉＦｉ 

駅前 

人の流れを創出 

インターネット 

ASPサービス 

接続認証 エリアポータル コンテンツ配信 

通信回線網 

商店街 

●ＷｉＦｉサービスの提供エリアはＪＲ中央線三鷹駅前 
 ●平常時の利用を基礎にして、災害時は情報流通のインフラとして活用 
  ●コンテンツ管理はASPサービスを活用 
   ●商店街情報等を配信し、駅前から商店街への人の流れを創出 

ポータルサイト 
コンテンツ管理 

NPO 

ポイント、
セール情報 
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五小通り商栄会 
ＴＶ電話で品物を見せながら 

配達 

②ＩＰ告知システム平常時イメージ（買物支援・傾聴活動・見守り）  

●IP告知端末のTV電話機能にて商品を注文 
●注文時のTV電話におけるコミュニケーションや配達を通して、見守りも実施 

・要援護者 
・独居高齢者 
・買物困難者 等 
 

井の頭地区 

ルシアン親局管理端末 

・テレビ電話を利用 
 した傾聴、買物 

ＮＰＯ 

支援者 

利用者 

市職員 

注文・確認 

地域包括センター 

ケアマネージャー  

アンケート調査、データ集計 

三鷹市買物支援本部 

商工会、JA、商店会連合会、
観光協会、ネットワーク大学、

㈱まちづくり三鷹  

商店 

バックアップ 
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三鷹市 

③ 情報伝達制御システムイメージ 

J-ALERT情報 
・緊急地震速報 
・大雨・洪水・津波警報 
・国民保護に関する情報 
・災害・避難情報 

各社メール 
配信センタ 

操作用PC 

IP告知 

防災行政無線網 

Twitter 
サイト 

市ホームページ 
(WEBサーバ) 

一斉配信 

避難勧告が発令されました。 

・・・ただちに避難してください。 

情報伝達制御 
システム 

防災情報の配信 
（手動操作） 

連携 
（配信自動化） 

インターネット 

（駅前WiFi） 

防災無線 
操作卓 

CATV局 
設備 

CATV網 テレビ 

ＩＰ告知端末 

パソコン 

屋 外 

屋 内 

携帯電話網 

●普及率の高い多種多様なメディアに効率的に一斉配信が可能（自治体） 
●屋内外を問わず、様々な場所から多種多様な手段により情報収集可能（利用者） 

安全安心 
メール 
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三鷹市 

総合住民情報システム（既存） 

介護保険 
情報 

障がい者 
情報 

住記情報 
三鷹市民情報 

宛名情報 
市外住民情報 

要援護者支援システム 

要援護者情報を 
共通IDで情報リンク 

緊急連絡先 

市外家族など 

消防署など 

要援護者 
安否リスト 

井の頭地区 

要援護者 
台帳 

要援護者 
台帳 

要援護者 
台帳 

要援護者 
台帳 

要援護者 
台帳 

要援護者 
台帳 

送付 

要援護者 
安否リスト 

要援護者 
安否リスト 

送付 

送付 

支援者 
要援護者 

見守り 

安否確認 

IP告知システム 
（安否確認機能） 

登録 

安否・見守り 
情報収集 

※個人情報の取り扱いに配慮 

閲覧 

見守り・安否 
登録 

安否連絡 

ＩＤ 要援護者情報 
介護情報 
障がい情報 

支援者情報 
緊急連絡先情報 
見守り・安否情報 

共通ＩＤで個人を特定 

連絡先情報更新 

符号変換 

●共通ＩＤで総合住民情報システム内の情報を紐付け 
●共通ＩＤで複数の機関（他市町村、市内機関など）に存在する個人の最新情報を同一人と
して確認 
●ＩＰ告知システムと連携し、真に手を差し伸べるべき対象者の把握・共有・有効な支援を 

④要援護者支援事業を支える共通ＩＤ～他地域での汎用性・普及性を目指して～ 

符号変換 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.dospara.co.jp/5goods_parts/img/parts/110310.jpg&imgrefurl=http://www.dospara.co.jp/5shopping/detail_parts.php?bg=2&br=35&sbr=609&mkr=&ft=&ic=110310&st=1&vr=10&lf=0&usg=__czYqhewBdQsuuOsEkUVgLwq4boI=&h=200&w=200&sz=35&hl=ja&start=10&zoom=1&tbnid=c3eocNXg7O_jCM:&tbnh=104&tbnw=104&ei=bLkgUOlVpIuZBcjGgOAL&prev=/search?q=%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%84%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%B3%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&hl=ja&gbv=2&tbm=isch&itbs=1
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●「要支援者」は緊急時のテレビ電話や訪問の有効性について「7割が役に立つ」と回答 
◆「支援者」は： 
・外出が困難者は、避難訓練に参加することが難しい現状なので参加する事自体がありがたい。 
・要支援者が参加できたことで、市や地域の中での存在感や安心感が認識できる可能性がある。 
・どの程度、要支援者が理解可能かがわかる。返答によって、安否確認の優先順位がわかる。 
・警報音が流れ、情報が画面表示され、情報が確実に伝わる。連絡方法が単純で良い。 

・支援者が要支援者宅に到着し、要支援者のＩＰ告知端末で告知回答に上書きする形ではなく、
別画面で回答などにしたほうがよい。 

・わかりやすい説明と日々の訓練が繰り返し行われる事が要支援者には必要。 

利用者等の意見 ①IP告知システムに参加した利用者、支援者等の感想･意見 

テレビ電話を利用しての感想

40%

10%

50%

便利 不便 その他

IP告知の利用者のアンケート（n＝１０） 
 

＜ＩＰ告知端末を使用しての要望＞ 
・ テレビ電話が各家の高齢者に使われるようにな

るまで頑張って待ちます 
・ 朝の確認の時、緊急連絡で返信したとき、もう少

し早い反応がほしい（今回２～３分かかった） 
・ もう少し簡単にできたらいい 
・ 同じ仲間との会話をしてみたかった（テレビ電話

で）関係つくりをする時間がほしたかった 
・ お医者さんとつながると良い 



利用者等の意見② 「駅前Wi-Fi」のアンケート （総合実証時 n＝２２） 
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利用方法はすぐにわかりましたか

5%

21%

30%

44%

どちらともいえな
い

むずかしかった

簡単だった

普通

Webサイト（画面）は見やすかったですか

3% 6%

44%

47%

どちらともいえな
い

見づらかった

見やすかった

普通

利用エリアが広がったほうがよいですか

95%

3%

2%

広がったほうがよい

必要ない

よくわからない

今後広がりを期待するエリアはどこですか

35%

20%

20%

18%

7%

三鷹駅前エリア

公共施設

市内の他の商店街

学校等の避難場所

三鷹台駅前エリア
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 本事業の更なる継続により想定される効果⇒＜協働＞の意義 
対象者 効果・成果の例 

住民 

・要援護者を含む市民と支援者による「共助」の取組みを平時・災害時共に展開 
 ・要援護者の見守り・安否確認による安心度向上、孤独死や孤立死の予防 
 ・高齢者・障がい者の商店会等への外出によるコミュニケーション機会の増加 
 ・買物困難者、帰宅困難者等の満足度の向上 

地元 

企業 

・要援護者支援事業に関連した新たな事業、雇用の創出 
 ・ＮＰＯ法人等による見守り事業の実現、介護事業者等による介護事業の新展開 
 ・地元商店会の来客数増加、活性化 

自治体 

・共通ＩＤの活用による社会保障や税をはじめとする住民サービスの向上 
 ・本事業：・要援護者の安否確認時間短縮と迅速な救援救護の実現 

      ・要援護者の市外の緊急連絡先への連絡の迅速化 

      ・児童手当の申請についての利便性向上に関する意識調査 

 ・将来的：・医療レセプトデータ等と連動したプッシュ型住民サービスの展開性 

      ・福祉総合窓口のサービスの拡充 
・今後の「共通番号制度」の実効性確保に向けて、個人情報保護とISMSに基づく自
治体内での複数システムの連携（共通プラットフォーム）や紙依存台帳のデータ化
についての検証 
 

ICT街づくりの実証的取り組みにより他地域への汎用性・普及性をめざす 



共通プラットフォームの重要性 

共通プラットフォームイメージ図 

他市町村 

住民記録 介護保険 障がい者 

高齢者 
支援課 

地域 
福祉課 

市民課 
地域 

福祉課 

支援情報 

… 

支援者 
要援護者 

三鷹市 

宛名 

情報 
推進課 

街づくり共通プラットフォーム 
(今回の事業で構築した部分) 

安否情報 
 

外部 
Ｉ／Ｆ 

三鷹市民 

レイアウト／ 
文字コード 
変換機能 

要援護者 
 

照会依頼 
連携機能 

照会結果 
連携機能 

レイアウト／ 
文字コード 
変換機能 照会依頼 

連携機能 

照会結果 
連携機能 

情報連携 
履歴管理機能 

街づくり共通プラットフォーム 

安否情報 
 

他市町村 
住民 

外部 
Ｉ／Ｆ 

外部 
Ｉ／Ｆ 

住民記録 介護保険 障がい者 

介護保険 
部門 

障がい福祉 
部門 

住民窓口 
部門 

福祉 
部門 

… 
宛名 

情報システム 
部門 

要援護者 
 

ファイル出力 
機能 

ファイル取込 
機能 

共通ＩＤ付与 
機能 

情報 
連携 
履歴 
管理 
機能 

符号変換 
機能 

符号変換機能 

ファイル出力 
機能 

ファイル取込 
機能 

共通ＩＤ付与 
機能 

• 要援護者支援では、他市町村との情報連係が欠かせないため、情報連携にお
ける、共通ＩＤをキーとした情報照会および照会結果を連携する機能は必須
であることから、そのための「共通プラットフォーム」の普及が極めて重要 
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社会保障・税番号制度への対応の方向性 

 個人番号（社会保障・税番号）関連４法が５月２４日に国会
で可決成立 

 三鷹市の実証事業で「共通ID」として試行したことは、「個
人番号」の全国的な展開につながる 

 個人番号制度では、各種手続きにおける国民の負担軽減と利
便性の向上のほか、災害対策での活用も謳われている 

 さらに、マイポータルなど「プッシュ型」のサービスの拡大
が想定されている 

 これらの課題に的確に対応するためには、総務省をはじめ、
関係府省が連携して行う国の支援が極めて大切 

 この際、「共通化」「プラットフォーム化」を進めることに
より、全体最適を目的としたシステム構築を行うことが重要 

 また、地域の課題とニーズに対応する各自治体の創意工夫と
積極的な対応が重要 
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ICTスマートタウンの普及展開への課題と提案 

１．自治体の個人情報保護条例の改正 

２．自治体が主体的に取り組む方向性 

３．国や民間において対応が望まれる事項 

４．「場面」：「平時」の利用が「災害時」の利用に  

  円滑につながる 

５．「場所」：「駅前」の過密さへの対応と「一人暮 

  らしの高齢者宅」への対応の双方が重要 

６．「ヒト」：直接出会っているからＩＣＴやネット
ワークが生きる 

７．長寿化が進む住宅都市三鷹のコミュニティ創生の
事例は、類似自治体及び中山間地にも有効 
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ICT街づくりの未来に向けて 
 
１.先行事例をいかに標準化し、普及・波及させ、ヨコ展開
させていくか 
  ⇒ 国内のみならず、世界展開への道筋を！ 
 

２.ICTを活かす「民・学・産・公・官」の協働が肝要 
 

３.平時の街づくりに活かすＩＣＴが災害時に活かされる 
 

４.悪用を防ぐために、強靭な情報セキュリティ・個人情報
保護・ヒューマンエラーを防ぐ仕組みづくりが重要 
 

５.市が一定の負担をするとともに、利用者の適正負担を含
め、初期コストのみならず運用コストに配慮して事業の継
続的運営をはかることが緊要  
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